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－リポーターが

お伺いします－

リポーター

宮原健太郎さん

（65歳下据）

三宅氏との出会いは、平成

9年の春、平成大野屋の2階

で切り絵の指導をされておら

れた時のこと。郷土をこよな

く愛されるそのやさしい心情

が作風にあふれ、作品を通じ

ての大野での活動を、また、

人となりを知ってもらいたい

です。

ふ
る
さ
と
大
野
を
切
り
絵
に
託
し
て

　

郷
土
愛
－
せ
わ
し
な
い
現
代
生
活
に

あ
っ
て
、
こ
の
言
葉
は
死
語
と
ま
で
い

か
ず
と
も
、
ど
う
心
に
と
ど
め
表
現
す

る
の
か
。

大
正
十
四
年
生
ま
れ
の
八
十
二
歳
、

剪
画
（
切
り
絵
）
作
家
の
三
宅
嵩
氏
は
、

そ
の
す
べ
て
を
切
り
絵
に
託
し
発
信
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
高
い
評
価
を
受
け
て

も
少
し
も
飾
ら
な
い
気
さ
く
な
同
氏
。

　

制
作
し
た
作
品
を
通
じ
、
そ
の
あ
ふ

れ
る
心
情
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

土
井
利
忠
公
の
偉
業
知
っ
て

　

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」
の
ロ

ビ
ー
に
「
幕
末
大
野
藩
の
改
革
」

と
題
し
て
切
り
絵
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

こ
れ
は
、
市
内
在
住
の
切
り
絵

作
家
の
三
宅
嵩
氏
の
作
品
で
す
。

幕
末
の
名
君
と
い
わ
れ
た
七
代
目

大
野
藩
主
の
土
井
利
忠
公
の
偉
業

を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
の

大
雪
で
土
井
利
忠
公
を
祀
っ
た
柳

廼
社
が
大
き
く
損
傷
し
た
こ
と
に

心
を
痛
め
、
も
っ
と
こ
の
名
君
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
制

作
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

作
品
は
、
利
忠
公
が
ま
ず
人
づ

く
り
が
大
事
と
開
設
し
た
「
明
倫

館
」
や
、
藩
財
政
建
て
直
し
の
た

め
登
用
さ
れ
た
内
山
良
休
、
全
国

に
展
開
さ
れ
た
大
野
屋
、
山
奥
の

小
藩
に
あ
っ
て
蝦
夷
地
の
開
拓
な

ど
に
活
躍
し
た
帆
船
大
野
丸
の
建

造
な
ど
、
十
一
枚
に
お
よ
ぶ
図
柄

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
土
井
氏
の

先
進
的
な
功
績
が
特
徴
的
に
と
ら

え
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
ま

す
。

　

三
宅
氏
は
、
ど
の
作
品
を
作
る

時
も
そ
う
で
す
が
、
こ
の
作
品
を

作
る
時
も
そ
の
奥
に
あ
る
意
味
を

納
得
い
く
ま
で
調
査
・
研
究
し
て

構
想
を
練
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

構
想
を
元
に
独
自
の
感
性
で
芸
術
作
品

学びの里「めいりん」に掲示してある作品



と
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

「
こ
の
作
品
を
見
る
こ
と
で
、

困
窮
を
極
め
た
大
野
藩
の
建
て
直

し
に
心
血
を
注
い
だ
名
君
が
こ
こ

大
野
に
存
在
し
た
こ
と
を
知
り
、

市
民
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
度
学
び
の
里
「
め
い

り
ん
」
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

市
内
各
地
で
散
見
で
き
ま
す

　

三
宅
氏
の
作
品
は
大
野
市
の
市

中
で
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
一
昨
年
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
五
番
商
店
街
の
街
路

灯
に
は
、
大
野
城
を
は
じ
め
、
多

く
の
作
品
が
銘
板
の
デ
ザ
イ
ン
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

く
五
番
通
り
の
名
水
庵
の
玄
関
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
に
も
大
野
城
の
作
品

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
作
品
も

　

そ
の
ほ
か
、
大
野
を
こ
よ
な
く

愛
さ
れ
る
氏
の
作
品
は
、
大
野
の

風
物
、
歴
史
、
文
化
と
い
っ
た
広

範
な
ジ
ャ
ン
ル
を
、
繊
細
に
し
て

そ
れ
で
い
て
大
胆
な
構
図
で
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
か
ら
十
五
年
間
続
け

ら
れ
た
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
や

お
お
の
踊
り
の
う
ち
わ
の
デ
ザ
イ

ン
な
ど
お
な
じ
み
の
も
の
や
、
大

野
の
方
言
番
付
と
い
っ
た
変
わ
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
作
品
の
多

く
が
懐
か
し
い
大
野
の
風
景
で

あ
っ
た
り
、
今
は
見
れ
な
く
な
っ

た
子
ど
も
の
手
遊
び
・
方
言
で

あ
っ
た
り
と
、
ど
こ
ま
で
も
ふ
る

さ
と
大
野
に
こ
だ
わ
り
、
広
く
知

ら
せ
た
い
、
残
し
た
い
と
い
う
思

い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
根

底
に
は
大
野
を
愛
す
る
心
が
強
く

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

切
り
絵
と
の
出
会
い
・
魅
力

　

三
宅
氏
は
元
々
芸
術
に
関
心
が

あ
り
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や

ペ
ン
画
な
ど
も

し
て
み
ま
し
た

が
、
油
絵
や
水

彩
画
な
ど
一
般

的
で
な
い
も
の

を
と
思
い
、
切

り
絵
を
始
め
た

そ
う
で
す
。
切

り
絵
と
出
会

い
、
魅
了
さ
れ

た
氏
は
、
独
学

で
そ
の
技
法
を
習
得
し
創
作
活
動

を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
剪
画
協
会
に
所
属
し
、
単
な

る
切
り
絵
で
な
く
も
っ
と
芸
術
性

を
高
め
た
作
品
と
し
て
追
求
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
技
法
の
苦
労
さ
れ
た
点
は

と
尋
ね
る
と
、
「
対
象
物
を
想
像

し
た
り
、
写
生
し
た
り
し
て
、
モ

ノ
ク
ロ
に
美
し
く
図
案
化
す
る
過

程
が
一
番
大
変
で
す
。
そ
れ
は
、

紙
を
切
っ
た
時
の
シ
ャ
ー
プ
な

線
を
活
か
し
つ
つ
、
切
り
抜
く

際
に
ど
こ
か
一
カ
所
は
必
ず
つ

な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
制
約
が
あ
る
か
ら
で

す
」
。
ま
た
、
「
切
り
抜
い
た
紙

を
台
紙
に
は
り
つ
け
る
時
に
は
、

形
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
特
に
円
形

の
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
は
紙
の
特

性
か
ら
か
思
う
よ
う
に
な
ら
ず

苦
労
し
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、

「
い
つ
ま
で
で
き
る
か
自
信
は
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
も
気
力
の
続

く
限
り
創
作
を
続
け
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
大
野
を
作
品
と
し
て

残
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

三宅嵩氏プロフィル

昭和60年、教員定年退職を機に切り絵を始める。行
政相談委員をされる傍ら、日本最大のアマチュア画家
公募展「サロン・デ・ボザール展」で知事賞2回受賞
など、多数の受賞歴を持つ。

ふるさとカレンダー

↑
来
年
の
干
支
『
子
』

を
描
い
た
色
紙



市
民
の
ペ
ー
ジ

あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
方
は
、

情
報
広
報
課
ま
で
T
E
L
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1

ぐるーぷ登場
春日ソフトボールスポーツ少年団

北
信
越
大
会
で
優
勝

　

九
月
二
十
二
、
二
十
三
日
に
新

潟
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
回

北
信
越
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
に
出
場
し
、
見
事
優
勝

し
た
の
が
「
春
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
で
す
。
六
年

生
八
人
を
含
め
二
十
一
人
で
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
結
成
は
昭
和
四
十
九
年

ご
ろ
。
春
日
の
育
成
会
行
事
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で

す
。
「
福
井
市
の
チ
ー
ム
な
ど
と

比
べ
る
と
試
合
数
が
少
な
い
の

で
、
そ
の
分
は
練
習
で
補
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な

っ
た
時
、
い
い
経
験
だ
っ
た
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
」
と
平
成
二
年
か
ら
監
督
を

務
め
る
福
田
政
史
さ
ん
。

　

北
信
越
大
会
で
は
、
準
決
勝
で

石
川
県
の
チ
ー
ム
に
八
対
〇
で
快

勝
し
勢
い
に
乗
っ
て
決
勝
へ
進

出
。
決
勝
で
は
福
井
市
の
ア
ス
ワ

ボ
ン
バ
ー
ズ
に
五
対
一
で
勝
ち
、

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
一

人
で
投
げ
抜
い
た
六
年
生

の
水
上
涼
介
君
は
「
チ
ー

ム
が
先
制
点
を
取
っ
て
く

れ
た
の
で
、
普
段
ど
お
り

投
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
振
が
取
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」
。
決
勝
で
打

球
を
追
っ
て
フ
ェ
ン
ス
に

激
突
し
、
救
急
車
に
乗
っ

た
と
話
す
五
年
生
の
森
永

育
宏
君
は
「
ラ
イ
ト
を
守

っ
て
い
て
“
捕
れ
る
”
と

思
い
、
打
球
だ
け
を
見
て

追
い
か
け
ま
し
た
。
捕
球

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」

と
試
合
を
振
り
返
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
秋
か
ら
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
た

六
年
生
の
安
川
悟
君
は
「
練
習
は

と
て
も
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
大
会

で
優
勝
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持

ち
で
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
た
。

北
信
越
大
会
で
優
勝
し
た
時
は
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
中
学
生
に

な
っ
た
ら
野
球
部
に
入
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

春
日
ソ
フ
ト
は
有
終
南
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館
で
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
の
見
学

や
入
団
の
申
し
込
み
は
、
福
田
さ

ん
（
T
E
L
6
6
・
3
5
8
5
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



こんにちは

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
全
国
大
会
ダ
ブ
ル
ス
で
初
優
勝

「
競
技
の
奥
深
さ
が
魅
力
」

藤堂百合子さん（60歳・明倫町）

　

藤堂さんは7月に東京都で開催された「第

25回全日本バウンドテニス選手権大会」シ

ニア女子ダブルスの部で、福井市の選手とペ

アを組み、見事初優勝しました。

－全国大会出場の経験は

　

バウンドテニスの大会は年齢別にフリー、

ミドル、シニアの部に分かれていて、4年ほ

ど前にミドルの部シングルスで出場したこと

があります。これまで、ダブルスを組む相方

が見つからず、シングルスで戦ってきました

が、福井市の水野喜代美さんが相手を探して

いると聞いて、こちらからお願いして組むこ

とになりました。

－ダブルスとシングルスの違いは

　

自分で試合を組み立てるシングルスと違っ

て、ダブルスはペアを組む相手の得意技を理

解し、会話しながら試合運びを進めることが

大事だと思います。それにある程度、二人の

力が平均していることも大切です。水野さん

と一緒に練習することはなかなかできません

が、週2回は福井市まで練習に出掛け、連絡

をとりながら練習するようにしています。

－決勝は昨年の優勝ペアが相手だったそ

うですね

　

シニアダブルスの全国大会出場は初めて

で、相手のことは知りませんでした。試合で

は、平常心で臨めたのが良い結果になったの

だと思います。来年はシードで全国大会に出

場することができますので、連覇目指して頑

張りたいですね。

－この競技の魅力は

　

10年ほど前に愛知県で始めたバウンドテ

ニスは、生涯スポーツですが、競技性が十分

あり、練習と努力によって上達もし、公式戦

や交流大会もある奥深いところが魅力です

ね。主人の定年を機に大野に帰ってきて、大

野のクラブで練習に励んでいます。元気であ

る限り続けていきたいですね。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

「
越
前
お
お
の
」
再
発
見
2

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
越
前
お
お
の
」
の

魅
力
。
二
回
目
は
「
大
野
が
関
係
す
る
小
説
」
で
す
。

▼
無
茶
の
勘
兵
衛
日
月
録
シ
リ
ー

ズ
『
山
峡
の
城
』
、
『
火
蛾
の

舞
』
、
『
残
月
の
剣
』
（
浅
黄

斑
著
二
見
書
房
六
八
〇
円
）

　

藩
主
が
松
平
時
代
の
越
前
大

野
藩
と
江
戸
を
舞
台
に
描
か
れ

た
長
編
時
代
小
説
。
大
野
の
地

名
、
風
習
、
言
葉
が
ふ
ん
だ
ん

に
登
場
し
、
市
民
に
と
っ
て
は

特
に
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
物
語
。

最
新
刊
の
四
巻
目
が
十
月
二
十

日
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

▼
『
銭
屋
五
兵
衛
と
冒
険
者
た
ち

（
海
の
街
道
）
』
（
童
門
冬
二
著

集
英
社
一
〇
五
〇
円
）

　

加
賀
の
豪
商
・
銭
屋
五
兵
衛

は
北
方
交
易
で
金
沢
藩
財
政
に

貢
献
。
そ
の
遺
志
を
継
い
だ
大

野
弁
吉
は
や
が
て
彼
の
妻
の
出

身
地
越
前
大
野
藩
で
土
井
利
忠

公
と
出
会
う
。
幕
末
に
国
際
化

の
道
を
歩
ん
だ
男
た
ち
の
冒
険

小
説
。

▼
『
そ
ろ
ば
ん
武
士
道
』
（
大
島
昌

宏
著
学
陽
書
房
七
三
五
円
）

　

莫
大
な
負
債
を
抱
え
た
幕
末

の
越
前
大
野
藩
を
藩
直
営
店
の

大
野
屋
な
ど
数
々
の
ア
イ
デ
ア

で
再
建
し
た
内
山
七
郎
衛
門
良

休
を
描
い
た
物
語
。

▼
『
不
殺
の
軍
扇
金
森
長
近
』

（
桐
谷
忠
夫
著
叢
文
社
一
六

八
〇
円
）

　

大
野
城
下
町
の
基
礎
を
築
い

た
異
色
の
戦
国
部
将
金
森
長
近

公
の
八
十
年
の
生
涯
を
描
い
た

物
語
。

▼
『
我
が
標
的
は
日
本
』
（
桑
原

譲
太
郎
著
角
川
春
樹
事
務
所

八
〇
〇
円
）

　

世
界
最
強
の
テ
ロ
リ
ス
ト
軍

団
が
日
本
へ
と
い
う
サ
ス
ペ
ン
ス

小
説
。
後
半
の
逃
避
場
面
に
大

野
市
、
九
頭
竜
ダ
ム
が
登
場
。

※
以
上
は
現
在
、
書
店
で
入
手
で

き
る
本
で
す
。
（
価
格
は
税
込
）

無茶の勘兵衛
日月録シリーズ



みんなで太極拳

「大野市スポーツ・レクリエーション

祭」が10月8日、エキサイト広場など

で開催されました。開会式後の準備運

動として「みんなで太極拳」に挑戦。

呼吸を大切にしながら、ゆっくり体を

動かしました。

健康は「食」から

食生活改善推進員連絡協議会による

健康食講座が10月4日、有終会館で

開かれました。参加した32人は、体

脂肪チェックや体操などの後、調理実

習に挑戦。健康づくりに欠かせない食

の大切さを学びました。

岩倉市との民間交流

今年1月に友好交流に関する合意を行った愛知県岩

倉市。民間レベルでの交流を進めようと、岩倉市の産

業や教育・文化などの関係者14団体26人が10月4日、

当市を訪れました。御清水や七間通りなどを散策した

後、当市の関係団体代表者と意見交換。各団体の活動

を紹介しあい、今後の交流などについて活発に話し合

いが行われました。

「サバンナ動物」小枝で再現

手作りハウス・ティンクルによる「小枝

のサバンナ展」が、9月23日から10月1

日にかけて平成大野屋二階蔵で開かれまし

た。岐阜県在住の画家・造形作家水野政雄

さんが小枝を用いて作製したキリンやウシ

など約40種類の動物を展示。訪れた人た

ちは、群れで活動する動物たちの様子を興

味深く見入っていました。

話題のひろば



話題のひろば

越前大野駅花で飾る

　

南部児童センターに通う児童30人が

9月25日、JR越前大野駅で花の植栽

を行いました。越美北線沿線を花で飾る

運動に参加したもので、子どもたちはプ

ランターにコスモスなど3種類の苗を植

え、駅の玄関に飾りました。

和泉で横笛の調べ

　

和泉地区に古くから伝わる「青葉の笛」伝説。その

伝説を今に受け継ごうと活動する青葉の笛保存顕彰会

による「フォーラム青葉の笛」が9月22日、23日に開

かれました。23日に笛資料館で開かれた横笛のつどい

には、県内外から21人が参加し、日ごろの練習の成果

を披露。横笛の音色が静かに響き渡っていました。

親子で遊ぶ

　

地域子育て支援センター

に通う親子約80人が参加し

ての運動会が10月4日、有

終会館で行われました。参

加者は体を動かしたり、触

れ合ったりしながら、遊ぶ

楽しさを味わいました。

8種目でチャレラン

　

大野市子ども会育成連合会によるチャレラン大会が9月23日、

学びの里「めいりん」で開かれました。市内全小学校から102人

が参加。ペットボトルの口めがけてはしを落とすゲームやぞうき

んがけ20ｍ走など8種目に、果敢に挑戦していました。



笑顔！で「いただきます」8

給
食
か
ら
も
う
一
品

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
支
え
て
い

る
給
食
献
立
。
今
月
は
「
柿
と
大
根

の
酢
の
物
」
で
す
。

柿と大根の酢の物

材料（一人分）

※分量は給食献立に基づき表示

・ダイコン30ｇ

・柿15ｇ

・酢3ｇ

・塩0．3ｇ

・砂糖2ｇ

達人のワンポイントアドバイス

ダイコンと柿は切る際、大

きさをそろえるようにしま

しょう。器に盛る時は色どり

良く。ダイコンをゆでる際、

塩を入れることで苦味を取る

ことができます。

（学校調理師中村啓子さん）

作ってみよう

1ダイコンは皮をむいていちょう切

りにし、塩を入れてゆでる。柿は

皮をむき、4つか8つに切ってい

ちょう切りにする。酢、塩、砂糖

を混ぜ合わせて甘酢を作る

21の材料の水気を切り、甘酢であ

える

編
集
後
記

ス
ポ
ー
ツ

の
秋
だ
と
つ

く
づ
く
感
じ

る
ほ
ど
、
九

月
か
ら
十
月

に
か
け
て
毎

週
日
曜
日
は

ス
ポ
ー
ツ
ば

か
り
で
し

た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
地
区
体

育
大
会
、
保
育
園
運
動
会
、
町
内
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
な
ど
。
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
紹
介
、
親
子
運
動
会
や

市
の
ス
ポ
レ
ク
祭
と
、
取
材
で
も
ス

ポ
ー
ツ
関
係
が
目
白
押
し
で
、
「
ス

ポ
ー
ツ
っ
て
仕
事
の
疲
れ
や
日
常
の

イ
ラ
イ
ラ
な
ど
を
吹
き
飛
ば
し
て
く

れ
る
な
あ
」
と
、
再
認
識
（
林
）

市民のうごき

平成19年10月1日現在

世帯数 12，277世帯（－3世帯）

人口 38，921人（－35人）

〈男〉 18，575人（－11人）

〈女〉 20，346人（－24人）

◆9月中の内訳

転入51人出生21人

転出68人死亡39人

風見鶏

文
化
の
日
を
中
心
に
文

化
祭
や
文
化
的
行
事
が
花

盛
り
。
力
の
こ
も
っ
た
多

彩
な
展
示
作
品
、
印
象
的

な
催
し
な
ど
楽
し
み
の
一

つ
で
あ
る
。
だ
が
、
大
野
で
生
ま
れ
育
っ
た
人

は
、
十
一
月
三
日
と
聞
く
と
大
野
藩
主
第
七
代

土
井
利
忠
を
祀
っ
た
柳
廼
社
の
祭
礼
の
方
が
ピ

ン
と
く
る
▼
最
近
祭
り
と
い
う
文
字
が
乱
発
さ

れ
て
い
る
。
チ
ラ
シ
広
告
に
は
、
売
り
出
し
を

目
的
と
し
た
創
業
祭
・
開
店
○
周
年
祭
等
々
。

商
工
・
観
光
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
祭
な
ど
枚
挙

に
い
と
ま
な
し
。
祭
り
と
い
う
言
葉
が
、
華
や

か
な
に
ぎ
や
か
な
行
事
と
い
う
代
名
詞
と
な
っ

て
い
る
▼
現
代
は
お
祭
り
的
な
も
の
が
日
常
生

活
に
あ
ふ
れ
、
毎
日
が
お
祭
り
気
分
に
な
っ
て

い
る
。
祭
り
の
ご
ち
そ
う
の
代
表
だ
っ
た
赤
飯

や
寿
司
や
お
餅
な
ど
も
日
常
食
と
な
っ
た
。
そ

の
上
、
こ
れ
ら
の
祭
り
に
神
様
は
存
在
し
な
い

▼
古
来
祭
り
の
姿
は
、
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全

平
安
無
事
を
氏
子
た
ち
が
祈
願
す
る
も
の
だ
っ

た
。
都
市
農
村
の
生
活
様
式
が
変
化
し
て
い
く

中
で
伝
統
文
化
的
行
事
や
信
仰
心
の
維
持
が
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
で
薄
れ
て
い
く
の
は

寂
し
い
こ
と
だ
▼
大
野
市
民
憲
章
に
う
た
わ
れ

て
い
る
小
さ
な
芽
が
伸
び
る
ま
ち
に
「
私
た
ち

は
伝
統
を
受
け
継
ぎ
新
し
い
文
化
を
育
て
ま

す
」
の
文
言
の
重
み
を
今
こ
そ
受
け
留
め
て
い

き
た
い
。
大
野
盆
地
最
後
の
柳
廼
社
の
祭
礼
は

冬
支
度
の
目
安
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
当
市

の
ふ
る
さ
と
文
化
の
風
物
詩
で
あ
る
（
安
田
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
T
E
L
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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